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 夏の交通事故防止運動 ７月１１日～２０日 

７月１７日（金）朝、ＪＲ谷山駅にお
いて、夏の開放感や暑さによる疲労など
が原因の夏場特有の交通事故を防止する
ため、各関係機関と協力し、街頭キャン
ペーンを実施しました。
金曜日朝の通勤・通学時間帯とあって

駅周辺は人通りが多く、今回は地元の鹿
児島南高校生10人の協力も得て、準備し
た瞬間冷却パックや反射材付きエコバッ
ク各200セットは、あっという間に配布
を終えました。

チラシやグッズの配布状況

夏の交通事故防止キャンペーンの実施

夏の交通事故防止運動の期間に、様々な交通安全啓発活動を
実施しました。

小学生に夜光反射材を配布
７月１４日（火）に皇徳寺小学校に

おいて、交通安全母の会や交通安全協
会等とともに児童の登校時間帯に合わ
せ、道路を歩くときの交通安全を呼び
かけながら、キャラクターの夜光反射
材を配布しました。
令和８年６月末現在の鹿児島県内に

おけるこども（中学生以下）の交通事
故の発生件数は１７４件で、前年より
１５件増加しているものの死者はなく、
負傷者数も５５人と前年より１０人減
少しております。
特に夏休み期間中は、行動範囲の拡

大や開放感、さらに暑さによる注意力
の低下などから、こどもの事故が増え
やすい時期です。ドライバーもこども
の動きに十分気をつけましょう。

皇徳寺小学校での配布状況

※鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ
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交通安全に関する研修をご希望の場合は安心安全研修会にお申し込みください。

 https://www.city.kagoshima.lg.jp/anshin/bosai/anshinanzen/kyoshitsu/kenshu.html

安心安全研修会受付中

中山校区 交通安全教室 

７月２７日（月）、中山校区まちづく
り協議会主催の『夏休み子ども交通安全
教室』を鹿児島県交通安全協会などとと
もに実施し、山田下地区の児童・保護者
など約２0人に、夏休みにおける交通安
全を呼びかけました。
県交通安全協会教育指導員からは、腹

話術を交え、「道路の歩き方」「シート
ベルトの着用」「反射材の活用」等につ
いて指導しました。
また、市地域安心安全推進指導員から

は、交通安全小学生クイズを実施し、交
通安全の知識を深めてもらいました。
最後にクイズに真剣に取り組んだ児童

らに、キャラクターの反射材やパトカー
型の消しゴムをプレゼントしました。

腹話術での指導状況

交通安全小学生クイズ
の状況

〇 暑さ対策～体調不良を防止するため、エアコンを使用して、こま
めに水分補給をしてください。

〇 日差し対策～強い日差しや紫外線は、目へのダメージ、疲労につ
ながるため、サングラスを使用してください。

連日の猛暑で夏バテ気味ではないでしょうか？
こういうときに交通事故は起こりがちですので、

次のようなことに注意してください。

〇 車両点検～猛暑では、車の部品に大きな負担がかかるため、タイ
ヤとバッテリーは運転前に点検してください。

その他、車の運転とは直接関係はありませんが、強
い日差しの中で長時間車を駐車していると、車内の
金属部分が加熱され、特にチャイルドシートの金具
がこどもの手足に当たって、やけどさせてしまうお
それがありますのでご注意ください。
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